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編集後記

2009年から 4年間，和文誌藻類の編集に携わってきましたが，来年 1月より委員長の職務をお茶の水女子大学の属田智さん

に引き継ぐことになりました。当初は仕事と編集をうまく両立させていましたが，仕事の内容と環境がこの4年間で大きく変佑
し，藻類の刊行や原稿の審査に支障をきたすようになってしまいました。審査の遅れや刊行の乱れでご迷惑をおかけしました皆

様に深くお詫びします。実は，本誌は私のMacBookのInDesignですべて編集しており，印刷のみを委託しています。出張先

のホテルはもちろんのこと， トカラ列島の民宿や大学練習船の船内，アンダマン海に浮かぶ電気がない小島腕など，結構とんで

もないところで編集していました。誌面にすきまをつくらないようにするため，藻類に関することであれば何でも取材しました。

海松紋の陶器などは問合せも多く，紹介してうれしかった記事のひとつです。今後も編集委員の一員として残る予定ですが，少

し楽な立場から記事や情報を提供していければと思います。4年間，どうもお世話になりました。 (寺田)

お知らせ

2013年 1月より，和文誌編集委員会が下記に移ります。今後，和文誌の投稿先はこちらにお願い
します。なお，投稿中の原稿はそのまま新編集委員会に引き継がれますので手続きは不要です。

日本藻類学会和文誌編集委員会

新和文誌編集委員会委員長罵田 智(お茶の水女子大学)

新送付先:干 112・8610東京都文京区大塚2-1-1
お茶の水女子大学大学院人間文化創成科学研究科自然・応用科学系
日本藻類学会和文誌編集委員会委員長罵田智

問合せ先:電話 (03)5978-5356 E-mail shimada.satoshi@ocha.ac.jp 
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Encyclopedia， Genera of Freshwater Algae 

淡 水藻類

山岸 高旺著 85判上製 ・総頁 1444頁 ・定価 52500円(本体 50000円)

本警は淡水における言葉類，約 1500属を収録した淡水E菜類の属の総覧である.配列は淡水藻類を 12分類群に分ける

Bourrellyの分類系を採った.これに加え巽名とされるもの，関連するものをさらに約800属所収する 60年に及ぶ著者

の淡水藻研究の集大成と して，淡水藻類の全体像に迫る大号室:で、ある.

本文は，それぞれの分類群の「細胞 ・務体Jr生殖 ・生活史Jr分類 ・分類表」を示した後，それぞれの属の記載が中心とな

り，線画による基本的な図版を示しながら，属の分類基準とされる形態形質，生殖形質，生育状況を述べる.また類似属と

の関係や産状など特記事項も詳細に記す.学名総索引をはじめ，和文， r次文の事項索引，また属名のカナ読み索引を付した.

はじめに/凡例/淡水藻類序 (01)護藻類 Cyanophyc巴ae (01付)灰青藻類 Glaucophyceae (02)紅藻類 Rhodophyceae

(03)黄色鞭毛藻類 Chrysophyceae (04)黄緑色藻類 Xanthophyceae (05)珪藻類 Bacillariophycea巴 (06)褐色鞭毛藻類

Cryptophyceae (07)渦鞭毛藻類 Dinophyceae (08)緑色鞭毛藻類 Chloromonadophycea巴 (09)褐藻類 Phaeophyceae 

(10)緑虫藻類 Euglenophyceae (11)緑藻類 Chlorophyceae (12)車輪藻類 Charophyceae 学名総索引/属名力ナ読み索

引/和文事項索引/欧文事項索引

新日本海藻誌 一日本産海藻類総覧-

吉田 忠生著 85判・ 総頁 1248頁・ 定価i48300円(本体46000円)

本書は古典的になった岡村金太郎の歴史的大著「日本海藻誌J(1936)を全面的に書き直したものである「日本海藻誌」

刊行以後の約60年悶の研究の進歩を要約し， 多様な知見を盛り込んで， 日本産と して報告のある海藻(緑藻，褐藻，

紅藻)約 1400種について，形態的な特徴を現代の言葉で記載する.植物学 ・水産学の専門家のみならず，広く関係

各方面に必携の誓.

有用海藻誌 海藻の資源開発と利用に向けて

大野正夫編著 85判・総頁 592頁・定価21000円 (本体 20000円)

本書は海藻の生物学の解説にはじまり，応用の具体的事例を数多く紹介するとともに， 今後期待される新分野，機

能性成分についても多くの知見を盛り込む 生物学編， 利用編，機能性成分編の 3編31章から構成され，各分野で

長く研究にかかわってきた多彩な執筆者が，それぞれの専門分野を詳述する.

小林弘珪藻図鑑印刷叫山Sof Japanese Di 
小林弘・出井雅彦 ・真山茂樹 ・南雲保 ・長田敬五著 85判・ 596頁 ・定価 35700円(本体 34000円)

本書は，珪藻の分類学の成書として長く 刊行が待たれていた待望の替であり，斯界の第一人者，故小林弘博士の名

を冠するものである.プレー トと その解説をはじめとし，特殊な用語が多く使われる珪藻の殻構造の解説を電顕写

真や線画を添えて分かりやすく示した.分類体系には最新の研究成果を盛り込む.用語の英語，日本語，ラテン語

の一覧表や，学名と和名の対照表などを付し読者の便宜を図った.

淡水珪藻生態図鑑群集解析に基づく汚濁指数凶po，pH耐性能
渡辺仁治編著浅井一視 ・大塚泰介 ・辻彰洋 ・伯誉晶子著 85判・ 784頁 ・定佃i34650円 (本体 33000円)

日本のみならず世界各地から約 1500のサンフ。ルを採集，膨大なサンフ。ルの生態情報を処理検討し，約 1000種の珪

漢についてその結果を分かり易くまとめる.生態情報の妥当性を期するため，すべてのサンプルを統一条件下で採

集し，好清水か好汚濁か=きれいな水を好むのか，汚れた水を好むのか等を判断する球境指標としての珪藻群集の

適性を，多くの凶版で具体的に示す.

表示の伽i格は税込定価 (本体iiUi絡+5%)です.

http://www.rokakuho.co.jp 
〒 112-0012 東京都文京区大塚 3-34-3

TEL.03-3945-6781 FAX.03-3945-6782 内田老鶴圃
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最新鋭のデジ空ルワ クフローでデザイン・編集から印刷、製本
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ISEBU Service Station 
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茨城県つくば市東平塚389

TeI.029-856-4166 
Fax.029-856・4147

ps@isebu.co.jp 

営業時間:9:00-17:30

お客様の多様な印刷・出版ニーズに迅速できめ細かいサ ピスを

提供する営業センタ

干305・0005

茨城県つくば市天久保2-11-20
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学会出版物

下記の出版物をご希望の方に頒布いたしますので，学会事務局(庶務)までお申し込み下さい(価格は送料を含む)。

1. r藻類」パックナンバー

各号，会員価格 1，750円， 非会員価格3，000円;30巻4号(創立30周年記念増大号， 1-30巻索引付き)のみ会員価

格5，000円，非会員価格7β00円 ;欠号 1-2巻全号， 4巻 1，3号， 5巻 1，2号， 6-9巻全号。

2. r藻類』索引

1-10巻，会員価格 1，500円， 非会員価格2，000円;11-20巻，会員価格2，000円， 非会員価格3，000円;1-30巻(創

立30周年記念)，会員価格3，000円，非会員価格4，000円。

3.山田幸男先生追悼号
藻類25巻増補，1977， A5判， xxviii + 418頁。山田先生の遺影，経歴，業績一覧，追悼及び国内外の藻類学者より寄

稿された論文50篇(英文26篇，和文24篇)を掲載。価格7，000円。

4. 日米科学セミナー記録

Contributions to the systematics of benthic marine algae of the North Pacific. 1. A. Abbott .黒木宗尚共編，1972，B5判，

xiv + 280頁， 6図版。昭和46年8月に札幌で行われた北太平洋産海藻に関する 日米科学セミナ←の記録で，20篇の研
究報告(英文)を掲載。 価格4β00円。

5.北海道周辺のコンブ類と最近の増養殖学的研究

1977， B5判， 65頁。昭和49年9月に札幌で行われた日本藻類学会主催「コンブに関する講演会」の記録。 4論文と討

論の要旨。価格 1，000円。

6. Proceedings of Algae 2002 
藻類52巻特別号， 2004， A4変形判， 253頁。平成 14年7月につくば市で開催された第26回日本藻類学会大会・日本

藻類学会50周年記念行事・第3回アジア太平洋藻類学フォーラム合同会議(Algae2002)のプロシーデイング集。43

篇の論文 ・レビューを掲載。価格3，500円 (送料込み入
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